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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　筐体と、
　前記筐体に配置される表示部と、
　前記筐体に所定の回転軸を中心に回転可能であって標準位置を有して取り付けられる回
転ダイヤル部と、
　前記回転ダイヤル部における回転量を検出する回転量検出部と、
　前記回転量検出部により検出された回転量に基づいて複数のアプリケーションのうち一
のアプリケーションを起動すると共に、該起動された前記一のアプリケーションに応じた
画像を前記表示部に表示させる制御部と、を備え、
　前記制御部は、前記回転量に応じたアプリケーションを起動した後、前記回転ダイヤル
部が前記標準位置に復帰されたとしても、当該アプリケーションの起動状態を維持するこ
とを特徴とする
携帯電話機。
【請求項２】
　回転移動された前記回転ダイヤル部を前記標準位置に復帰させる付勢部を更に有し、
　前記制御部は、前記回転量検出部により前記回転ダイヤル部における回転量が検出され
ると共に、一定の状態で前記回転ダイヤル部が所定時間保持された場合、前記一のアプリ
ケーションを起動させる
請求項１に記載の携帯電話機。
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【請求項３】
　前記回転ダイヤル部に該回転ダイヤル部の回転方向に所定間隔で形成される複数の位置
ポイントと、
　前記回転ダイヤル部が回転された場合における前記複数の位置ポイントの移動軌跡に対
応する所定位置に配置され、当該所定位置を通過した位置ポイントの数をカウントするカ
ウント部と、を有し、
　前記回転量検出部は、前記カウント部によりカウントされた位置ポイントの数により前
記回転量を検出し、
　前記制御部は、前記カウント部により１又は複数の位置ポイントの通過がカウントされ
た後、当該カウント値が前記所定時間変化しない場合、前記一のアプリケーションを起動
する
請求項２に記載の携帯電話機。
【請求項４】
　前記カウント部は、前記回転ダイヤル部の回転方向に対応してカウントされたカウント
値を加算あるいは減算し、
　前記制御部は、
　　前記カウント部によりカウントが新たに生じることなく前記所定時間経過したとき、
そのときのカウント値が０である場合、前記回転ダイヤル部を回転させる前に起動してい
るアプリケーションの起動状態を維持する
請求項３に記載の携帯電話機。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、回転ダイヤルを有する携帯電話機に関する。
【背景技術】
【０００２】
　携帯電話機において、より直感的なユーザインターフェースが要求されている。ここで
、ヒンジ部を有するフォルダタイプの携帯電話機において、ヒンジ部にボリューム切り替
え等に用いる回転ダイヤルを設けた携帯電話機が知られている（例えば、特許文献１を参
照。）。
【０００３】
　近年、携帯電話機は、通信・通話機能のみならずテレビやラジオを視聴する機能も搭載
され多機能化されている。
　ここで、携帯電話機において、テレビ視聴機能等の機能が選択されていない場合には、
通信・通話の待受画面がトップ画面として表示される。
　そして、ユーザが所定の操作を行うことにより、待受画面から他の機能を選択するメニ
ュー選択画面に移行すると共に、当該選択メニュー画面においてユーザが所定の機能を選
択することで所望の機能を起動させることができる。
【０００４】
　しかし、メニュー選択画面には、多数の機能が列記されるため不慣れなユーザにとって
はスムースな操作が困難であり、携帯電話機自体の使用について抵抗を感じる場合があっ
た。
【０００５】
　ところで、デジタルカメラにおいては、回転ダイヤルによってメニュー選択を行うもの
が知られている。この回転ダイヤルには、ムービー機能（動画を記録する機能）や、連写
機能（静止画撮影を短時間に複数行う機能）等の撮影作業を補助するメニューが選択可能
に割り当てられている（例えば、特許文献２を参照。）。
【特許文献１】特開平６－９０２００号公報
【特許文献２】特開２００１－２４５１８９号公報
【発明の開示】
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【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　現在、携帯電話機においては、デジタルカメラに用いられているような回転ダイヤルに
よる複数メニューの選択方式は採用されていない。
　また、携帯電話機には、デジタルカメラにはない特有の機能（通信・通話機能）が含ま
れており、トップ画面としての通信・通話の待受画面が表示されるという相違点がある。
【０００７】
　更には、通信・通話機能とは異なる所定のアプリケーションを動作させた後、該所定の
機能を終了した場合には、通信・通話の待受画面が表示される等の仕様上の相違点も存在
する。
　したがって、特許文献２に示されているような技術を携帯電話機に単に応用しただけで
は、携帯電話機の操作上及び使用上不都合が生ずる。
【０００８】
　本発明は、直感的な操作が可能であると共に、操作において違和感を感じない携帯電話
機を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　本発明は、筐体と、前記筐体に配置される表示部と、前記筐体に所定の回転軸を中心に
回転可能であって標準位置を有して取り付けられる回転ダイヤル部と、前記回転ダイヤル
部における回転量を検出する回転量検出部と、前記回転量検出部により検出された回転量
に基づいて複数のアプリケーションのうち一のアプリケーションを起動すると共に、該起
動された前記一のアプリケーションに応じた画像を前記表示部に表示させる制御部と、を
備え、前記制御部は、前記回転量に応じたアプリケーションを起動した後、前記回転ダイ
ヤル部が前記標準位置に復帰されたとしても、当該アプリケーションの起動状態を維持す
ることを特徴とする携帯電話機に関する。
【００１０】
　また、回転移動された前記回転ダイヤル部を前記標準位置に復帰させる付勢部を更に有
し、前記制御部は、前記回転量検出部により前記回転ダイヤル部における回転量が検出さ
れると共に、一定の状態で前記回転ダイヤル部が所定時間保持された場合、前記一のアプ
リケーションを起動させることが好ましい。
【００１２】
　また、前記回転ダイヤル部に該回転ダイヤル部の回転方向に所定間隔で形成される複数
の位置ポイントと、前記回転ダイヤル部が回転された場合における前記複数の位置ポイン
トの移動軌跡に対応する所定位置に配置され、当該所定位置を通過した位置ポイントの数
をカウントするカウント部と、を有し、前記回転量検出部は、前記カウント部によりカウ
ントされた位置ポイントの数により前記回転量を検出し、前記制御部は、前記カウント部
により１又は複数の位置ポイントの通過がカウントされた後、当該カウント値が前記所定
時間変化しない場合、前記一のアプリケーションを起動することが好ましい。
【００１３】
　また、前記カウント部は、前記回転ダイヤル部の回転方向に対応してカウントされたカ
ウント値を加算あるいは減算し、前記制御部は、前記カウント部によりカウントが新たに
生じることなく前記所定時間経過したとき、そのときのカウント値が０である場合、前記
回転ダイヤル部を回転させる前に起動しているアプリケーションの起動状態を維持するこ
とが好ましい。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、直感的な操作が可能であると共に、操作において違和感を感じない携
帯電話機を提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
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　以下、本発明の実施の形態について説明する。
まず、図１から図７により、携帯電話機１における構成について説明する。図１は、本発
明に係る携帯電話機の一例である携帯電話機１の外観図を示す。また、図２は、携帯電話
機１の閉状態における表示部側筐体３から見たときの外観図を示す。また、図３は、携帯
電話機１の閉状態における操作部側筐体２から見たときの外観図を示す。また、図４は、
回転ダイヤル部付近の拡大図を示す。また、図５は、回転ダイヤル部の機能を示す図であ
る。図６は、回転ダイヤル部における裏面４１ｃから見た平面図である。図７は、回転ダ
イヤル部４１に形成された位置ポイント４３とカウント部４４との関係を説明する図であ
る。
【００１７】
　携帯電話機１は、図１に示すように、第１面としての第１表面部１０を有する操作部側
筐体２と、第２面としての第２表面部２０を有する表示部側筐体３と、を備えて構成され
る。操作部側筐体２の上端部と表示部側筐体３の下端部とは、連結部４に配置されるヒン
ジ機構４Ａを介して連結される。
【００１８】
　携帯電話機１は、ヒンジ機構４Ａを介して連結された操作部側筐体２と表示部側筐体３
とを相対的に回転することにより、操作部側筐体２における第１表面部１０と表示部側筐
体３における第２表面部２０とが互いに離間した開状態と、操作部側筐体２における第１
表面部１０と操作部側筐体２における第２表面部２０とが互いに対向して近接配置された
閉状態とに変形可能に構成される。
　また、携帯電話機１は、ヒンジ機構４Ａと略同軸に設定された回転軸Ｚを中心に回転可
能に取り付けられた回転ダイヤル部４１が配置される。
【００１９】
　操作部側筐体２は、第１表面部１０Ａと第１裏面部１０Ｂとを有する。操作部側筐体２
における第１表面部１０Ａには、図１に示すように、閉状態にて隠れる操作部１１と、使
用者が通話時に発した音声が入力されるマイク１２とが配置される。操作部側筐体２にお
ける第１裏面部１０Ｂには、図３に示すように、被写体を撮像するＣＣＤ（Ｃｈａｒｇｅ
　Ｃｏｕｐｌｅｄ　Ｄｅｖｉｃｅ）カメラ等により構成される撮像部１７と、一定の光量
を出力する発光部１８とが形成される。
【００２０】
　操作部１１は、各種設定や電話帳機能やメール機能等の各種機能（アプリケーション）
を動作させるためのキー、オフフックキーや、オンフックキーを含む機能設定操作ボタン
１３と、電話番号の数字やメール等の文字等を入力するための入力操作ボタン１４と、各
種操作における決定やスクロール等を行う決定操作ボタン１５と、ボリュームコントロー
ル等を行うコントロールボタン１６と、から構成される。
　ここで、携帯電話機１には、所定の機能（アプリケーション）を選択する操作部材とし
て上述の機能設定操作ボタン１３のほか、後に詳述する回転ダイヤル部４１が配置される
。
【００２１】
　また、操作部側筐体２は、キー構造部と、キー基板と、ケース体と、基準電位パターン
層及び携帯電話機用のＲＦ（Ｒａｄｉｏ　Ｆｒｅｑｕｅｎｃｙ）モジュール等の各種電子
部品を備える回路基板と、アンテナ部と、充電池８０と、後述する回転ダイヤル部４１に
おける回転量を検出するために用いられるカウント部４４（図７参照）と、を収容する。
【００２２】
　表示部側筐体３における第２表面部２０には、各種情報を表示するための表示部として
のディスプレイ２１と、通話の相手側の音声を出力する音声出力部２２と、が配置される
。
　ディスプレイ２１は、トップ画面として通信・通話待受画像を表示する。また、ディス
プレイ２１は、所定の機能を動作させるためのアプリケーションに基づく画像を表示可能
に構成される。なお、ディスプレイ２１は、閉状態において隠れる位置に配されている。
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【００２３】
　具体的には、カメラ機能を動作させるアプリケーションが起動している場合、ディスプ
レイ２１には、撮像部１７により撮像される画像が表示可能に構成される。メール機能を
動作させるアプリケーションが起動されている場合、ディスプレイ２１には、受信された
電子メールの一覧やメール作成画面が表示可能に構成される。カレンダー機能を動作させ
るアプリケーションが起動されている場合、ディスプレイ２１には、各月のカレンダー画
面やスケジュール画面が表示可能に構成される。ツール機能を動作させるアプリケーショ
ンが起動されている場合、ディスプレイ２１には、複数のツール機能を示すアイコンが表
示可能に構成される。テレビ機能を動作させるアプリケーションが起動されている場合、
ディスプレイ２１には、受信した放送信号のうち選択されたチャンネルに対応する放送信
号に基づいた映像を表示可能に構成される。メモ帳機能を動作させるアプリケーションが
起動されている場合、ディスプレイ２１には、文字入力が可能な入力画面が表示可能に構
成される。アドレス帳機能を動作させるアプリケーションが起動されている場合、ディス
プレイ２１には、不図示のメモリに記憶される複数のアドレス情報が表示可能に構成され
る。これらのアプリケーションは、オンフックキー（終話キー）の押下で終了することが
可能である。
【００２４】
　上述のアプリケーションが終了された場合、ディスプレイ２１は、トップ画面としての
通信・通話の待受画面を表示する。回転ダイヤル部４１は、手を離すと標準位置に復帰す
るように付勢されているため、だいたいはこの状態において、標準位置に復帰されている
。そして、後述する制御部７２は、電話機能を使用可能なアプリケーションを動作させて
いる。そして、操作部１１は、数字を入力する機能が割り当てられた入力操作ボタン１４
が押下されることで発呼すべき電話番号の入力を受け付ける。
【００２５】
　表示部側筐体３における第２裏面２０Ｂには、図２に示すように、各種情報を表示する
ためのサブディスプレイ２３が閉状態であっても外部に露出する位置に配置される。
　サブディスプレイ２３にも同様に、上述の各種機能を動作させるアプリケーションに基
づく画像が表示されるが、ディスプレイ２１に比べて画面が小さいので、ディスプレイ２
１に表示される画像の一部や、相似（小さくした）画像が表示される。また、サブディス
プレイ２３には、各種機能のうち携帯電話機１が閉状態の場合では起動されない機能を動
作させるアプリケーションに基づく画像は表示されないように構成される。
【００２６】
　ここで、ディスプレイ２１及びサブディスプレイ２３それぞれは、液晶パネルと、液晶
パネルを駆動する駆動回路と、液晶パネルの背面側から光を照射するバックライト等の光
源部とを有して構成される。
【００２７】
　回転ダイヤル部４１は、回転軸Ｚを中心として回転可能に配置される。具体的には、回
転ダイヤル部４１は、筐体の一部である連結部４における幅方向Ｘにヒンジ機構４Ａと略
同軸の回転軸Ｚを中心として回転可能に取り付けられる。回転ダイヤル部４１は、図１に
示すように、携帯電話機１が開状態において、操作部１１及びディスプレイ２１を見なが
ら回転操作が可能に配置される。
【００２８】
　回転ダイヤル部４１は、当接部４１Ａと、機能表示部４１Ｂとを備える。
　当接部４１Ａは、回転ダイヤル部４１における側面であって、該回転ダイヤル部４１が
取り付けられた状態で幅方向Ｘにおける端部側に配置される部分に形成される。当接部４
１Ａは、表面に凹凸が形成され回転ダイヤル部４１を回転動作させやすいように構成され
る。
【００２９】
　機能表示部４１Ｂは、回転ダイヤル部４１における側面であって、該回転ダイヤル部４
１が取り付けられた状態で当接部４１Ａよりも幅方向Ｘにおける中央側に配置される部分
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に形成される。機能表示部４１Ｂには、表面に機能を示す記号又絵であるアイコンＩが表
示される。機能表示部４１Ｂには、図５に示すように、回転方向に所定角度（例えば、４
５度）ごとに機能を示すアイコンＩが表示される。
【００３０】
　具体的には、機能表示部４１Ｂには、標準位置としてのニュートラルを示す丸印のアイ
コンＩａが表示される。また、機能表示部４１Ｂには、４５度（ニュートラルを基準とし
た場合の回転ａ方向の角度を示す。以下同様である。）の位置に形成されるカメラ機能を
示すカメラのアイコンＩｂが表示される。また、機能表示部４１Ｂには、９０度の位置に
形成されたメール機能を示す手紙のアイコンＩｃが表示される。また、機能表示部４１Ｂ
には、１３５度に形成されたカレンダー機能を示すカレンダーのアイコンＩｄが表示され
る。また、機能表示部４１Ｂには、１８０度の位置に形成されたツール機能を示す工具の
アイコンＩｅが表示される。また、機能表示部４１Ｂには、２２５度の位置に形成された
テレビ機能を示すテレビのアイコンＩｆが表示される。また、機能表示部４１Ｂには、２
７０度の位置に形成されメモ帳機能を示すペンのアイコンＩｇが表示される。また、機能
表示部４１Ｂには、３１５度の位置に形成されアドレス機能を示す手帳のアイコンＩｈが
表示される。
【００３１】
　機能表示部４１Ｂは、回転操作が加えられた当接部４１Ａの回転にともなって回転され
る。携帯電話機１が開状態における操作部１１及びディスプレイ２１側に表示されるアイ
コンＩは、当接部４１Ａによる回転にともなって変更される。更には、連結部４の外面で
あって携帯電話機１が開状態において操作部１１及びディスプレイ２１側を向く位置に形
成される目印４２と幅方向Ｘに並んだ位置である選択位置Ｓに配置されるアイコンＩは、
回転ダイヤル部４１の回転にともなって変更される。選択位置Ｓに配置されるアイコンＩ
は、回転ダイヤル部４１の回転量により決まる。
【００３２】
　ここで、本実施形態において、標準位置とは、機能表示部４１Ｂにおける丸印のアイコ
ンＩａが選択位置Ｓに配置された状態をいう。
【００３３】
　回転ダイヤル部４１における連結部４側の面である裏面４１ｃには、図６に示すように
、円周方向（回転方向）に沿って突起状の位置ポイント４３ａから４３ｈが形成される。
位置ポイント４３ａから４３ｈは、円周方向に所定間隔をあけて形成される。位置ポイン
ト４３ａから４３ｈは、円周方向において、各機能を示すアイコンＩ同士の間に形成され
る。
【００３４】
　連結部４には、回転ダイヤル部４１が回転された状態における位置ポイント４３ａから
４３ｈの移動軌跡上に舌片４４ａが位置するカウント部４４が配置される。
　カウント部４４は、舌片４４ａが回転方向に移動されることで通過した位置ポイント４
３ａから４３ｈの数をカウントする。具体的には、舌片４４ａが回転ａ方向に移動した場
合においてはカウント数を加算し、回転ｂ方向に移動した場合にはカウント数を減算する
。標準位置を基準としたカウント数に応じて、後述する回転量検出部７１（図９参照）に
より回転ダイヤル部４１における回転量が検出される。
【００３５】
　そして、所定時間（例えば、１から２秒間）回転量が実質的に同一である場合、後述す
る制御部７２（図９参照）により、回転ダイヤル部４１の回転量に応じて割り当てられた
機能（機能表示部４４ｂのアイコンＩに対応）が選択される。具体的には、所定時間、カ
ウント部４４におけるカウント数が変更されない場合には、制御部７２により後述のテー
ブル１１０が参照されて、回転ダイヤル部４１の回転量に応じて割り当てられた機能が選
択される。そして、制御部７２により、選択された機能を動作させるアプリケーションが
起動されると共に、起動されたアプリケーションに基づく画像がディスプレイ２１に表示
される。
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【００３６】
　回転ダイヤル部４１は、連結部４に形成された不図示の挿通部に挿入される回転軸部４
５を有する。回転軸部４５の外周には、付勢部４６が取り付けられる。付勢部４６は、巻
きバネにより構成される。付勢部４６は、回転軸部４５が回転された場合に該回転された
方向とは反対側に回転させるよう作用する。付勢部４６は、回転ダイヤル部４１が標準位
置から回転移動された場合において、該回転ダイヤル部４１が標準位置に復帰するよう付
勢する。つまり、回転移動された後に当接部４１Ａに加えられた力が解除された場合、回
転ダイヤル部４１は、自動的に標準位置に復帰する。
【００３７】
　ここで、回転ダイヤル部４１の操作及び機能について説明する。回転ダイヤル部４１は
、図４に示すように、ユーザの指により当接部４１ａに回転方向（図４中の矢印の回転ａ
方向及び矢印の回転ｂ方向）への力が加えられることで回転するように筐体における連結
部４に取り付けられる。回転ダイヤル部４１には、上述の通り、回転方向において所定の
間隔ごとにアイコンＩ（アイコンＩａからＩｈ）が付されている。アイコンＩは、図５に
示すように、アプリケーションを選択する際にユーザにとって理解（イメージ）しやすい
記号や絵によって描かれている。
【００３８】
　ここで、ユーザによる回転ダイヤル部４１の操作について簡略的に説明する。
　ユーザは、アイコンＩを手掛かりとして、所望する機能（アプリケーション）に対応す
るアイコンＩを選択位置Ｓまで回転させる。携帯電話機１は、選択位置Ｓに静止している
アイコンＩに対応する機能を動作させるアプリケーションを起動させる。このようにして
、回転ダイヤル部４１は、物理的な回転ダイヤルの操作により、各種の機能を発揮するメ
ニュー選択を可能とする。
【００３９】
　具体的には、回転ダイヤル部４１が、図５に示すように、ユーザの回転操作によって、
無操作時（ニュートラル（Ｎ））を基準として、回転ａ方向に４５度（回転ｂ方向に３１
５度）±２２．５度回転されることにより、撮像部１７のカメラ機能を動作させるアプリ
ケーションが起動する。
また、回転ダイヤル部４１が回転ａ方向に９０度（回転ｂ方向に２７０度）±２２．５度
回転されることにより、メールの機能を動作させるアプリケーションが起動する。また、
回転ダイヤル部４１が回転ａ方向に１３５度（回転ｂ方向に２２５度）±２２．５度回転
されることにより、カレンダー機能を動作させるアプリケーションが起動する。また、回
転ダイヤル部４１が回転ａ方向に１８０度（回転ｂ方向に１８０度）±２２．５度回転さ
れることにより、ツールメニュー（携帯電話機１における音出力等に関する各種の設定を
行うメニュー）を動作させるアプリケーションが起動する。また、回転ダイヤル部４１が
回転ａ方向に２２５度（回転ｂ方向に１３５度）±２２．５度回転されることにより、テ
レビ機能を動作させるアプリケーションが起動する。また、回転ダイヤル部４１が回転ａ
方向に２７０度（回転ｂ方向に９０度）±２２．５度回転されることにより、メモ帳機能
を動作させるアプリケーションが起動する。また、回転ダイヤル部４１が回転ａ方向に３
１５度（回転ｂ方向に４５度）±２２．５度回転されることにより、アドレス帳機能を動
作させるアプリケーションが起動する。
【００４０】
　次いで、図８及び図９により、携帯電話機１における機能的な構成について説明する。
　図８は、携帯電話機１の機能を示す機能ブロック図である。図９は、処理部７０におけ
る機能ブロック図である。
　携帯電話機１は、図８に示すように、所定の情報を表示するディスプレイ２１と、所定
の情報を表示するサブディスプレイ２３と、ユーザの操作により回転される回転ダイヤル
部４１と、外部の端末と通信を行う通信部６０と、所定の処理を行う処理部７０と、所定
容量を有する充電池８０と、充電池８０から供給される電源電圧を所定の電圧に変換し、
変換後の電圧を通信部６０や処理部７０等に供給する電源回路部９０と、記憶部１００と
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、を備える。
【００４１】
　通信部６０は、所定の使用周波数帯により外部装置と通信を行うメインアンテナ６１と
、変調処理又は復調処理等の信号処理を行う通信処理部６２と、を備える。
【００４２】
　メインアンテナ６１は、所定の使用周波数帯（例えば、８００ＭＨｚ）で外部装置（基
地局）と通信を行う。なお、本実施の形態では、所定の使用周波数帯として、８００ＭＨ
ｚとしたが、これ以外の周波数帯であってもよい。また、メインアンテナ６１は、所定の
使用周波数帯の他に、第２の使用周波数帯（例えば、２ＧＨｚ）に対応できる、いわゆる
デュアルバンド対応型による構成であってもよいし、更に、第３の使用周波数帯以上にも
対応できる複数バンド対応型により構成されていてもよい。
【００４３】
　通信処理部６２は、メインアンテナ６１によって受信した信号を復調処理し、処理後の
信号を処理部７０に供給し、一方、処理部７０から供給された信号を変調処理し、メイン
アンテナ６１を介して外部装置（基地局）に送信する。
【００４４】
　電源回路部９０は、充電池８０から供給される電源電圧を所定の電圧値に変圧し、変圧
後の電源電圧を通信部６０や処理部７０等に供給する。
【００４５】
　記憶部１００は、処理部７０にて実行される多数のプログラム及びパラメータや各種テ
ーブル等が記憶される。具体的には、記憶部１００は、制御部７２にて起動、終了、中断
等がなされる多数のアプリケーションプログラムや、これら複数のアプリケーションにて
使用されるパラメータ、複数のアプリケーションプログラムを動作させるためのＯＳプロ
グラムの他、回転量検出部７１にて検出される回転量（カウント数）と複数のアプリケー
ションとの対応関係（図５参照）を示すテーブル１１０を記憶している。
　なお、複数のアプリケーションプログラムには、基準アプリケーション、ミュージック
・プレーヤー、カメラ、メール等の携帯電話機１が有するアプリケーションごとのアプリ
ケーションプログラムが含まれる。
【００４６】
　処理部７０は、回転ダイヤル部４１から供給される回転量に応じて各種機能に対する起
動処理を行う。
　ここで、処理部７０の構成と動作について説明する。処理部７０は、図９に示すように
、回転ダイヤル部４１の回転量を検出する回転量検出部７１と、回転量検出部７１により
検出された回転量に応じた機能を動作させる所定のアプリケーションを起動し、当該起動
した所定のアプリケーションに対応する表示画面をディスプレイ２１に表示するように制
御する制御部７２と、を備える。
【００４７】
　回転量検出部７１は、上述の通り、カウント部４４にカウントされた位置ポイント４３
ａから４３ｈの数により回転ダイヤル部４１における回転量を検出する。例えば、回転ａ
方向を＋とした場合において、カウント部４４における位置ポイントのカウント数が「＋
１」である場合、回転量検出部７１は、回転量を２２．５度から６７．５度であることを
検出する。そして、回転量検出部７１は、一定時間（例えば、１から２秒）カウント部４
４における位置ポイントのカウント数が変化しない場合、当該回転量を制御部７２に通知
する。
【００４８】
　制御部７２は、回転ダイヤル部４１の回転が生じる都度、記憶部１００のアプリケーシ
ョン対応関係のテーブル１１０を参照し、回転量（カウント数）に応じたアプリケーショ
ンを特定する。
　制御部７２は、携帯電話機１が電源ＯＮされると、まずＯＳプログラムを立ち上げ、Ｏ
Ｓ管理下で基準アプリケーションプログラムを起動することでディスプレイ２１に待受画
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面を表示可能としている。その後、起動すべきアプリケーションが発生する都度、ＯＳ管
理下で基準アプリケーションプログラムを終了あるいは中断して新たなアプリケーション
プログラムを起動する。この処理により、制御部７２は、ディスプレイ２１上に、待受画
面に代えて新たに起動したアプリケーションに基づく画面を表示させる。
　なお、入力操作ボタン１４に含まれる終話キー（オンフックキー）が操作されると、Ｏ
Ｓの管理下において実行していたアプリケーションを終了させてから基準アプリケーショ
ンプログラムを再起動する。そして制御部７２は、終了したアプリケーションの画面から
待受画面へ表示を遷移させる。
【００４９】
　制御部７２は、例えば、テーブル１１０を参照し、当該回転量（２２．５度から６７．
５度）に割り当てられたカメラ機能を動作させるアプリケーションを起動すると共に、撮
像部１７を起動する。
　また、制御部７２は、カメラ機能を動作させるアプリケーションに基づく画像をディス
プレイ２１に表示させる。具体的には、ディスプレイ２１には、撮像部１７を介して撮像
可能な被写体の画像が表示される。
【００５０】
　制御部７２は、回転量検出部７１により所定の回転量が検出された後、一定時間（例え
ば、１から２秒）内にカウント部４４における位置ポイントのカウント数が変化した場合
、回転ダイヤル部４１が回転される前に起動していたアプリケーションの起動状態を維持
する。
【００５１】
　また、制御部７２は、回転量検出部７１によりカウントされた位置ポイント４３ａから
４３ｈの数が結果的に「０」になった場合、回転ダイヤル部４１が回転される前に動作し
ているアプリケーションの起動状態を維持する。
【００５２】
　続けて、図１０により、本実施形態における携帯電話機１の動作について説明する。
　図１０は、本実施形態における携帯電話機１の動作を説明するフローチャートである。
　まず、ユーザは、機能を示すアイコンＩを手掛かりとして選択位置Ｓに所定の機能を示
すアイコンＩが配置されるよう回転ダイヤル部４１を回転移動させる（ＳＴ１）。
【００５３】
　カウント部４４は、回転ダイヤル部４１の回転により舌片４４ａをクリックした位置ポ
イント４３ａから４３ｈの数をカウントする。
　回転量検出部７１は、上述のカウント数に基づいて、回転ダイヤル部４１の回転量を検
出する（ＳＴ２）。
【００５４】
　ここで、カウント部４４によりカウントされた位置ポイントの数が結果的に「０」にな
った（Ｙｅｓ）場合（ＳＴ３）、制御部７２は、回転ダイヤル部４１が回転される前に起
動されていたアプリケーションの起動状態を維持する（ＳＴ６）。
【００５５】
　カウント部４４によりカウントされた位置ポイントの数が「０」でない（Ｎｏ）と共に
（ＳＴ４）、所定時間（例えば、１から２秒）だけ位置ポイントのカウント数が変化しな
い（Ｙｅｓ）場合（ＳＴ４）、制御部７２は、回転量に対応して割り当てられた機能を動
作させるアプリケーションを起動させる（ＳＴ５）。例えば、図４に示すようにカメラ機
能が選択された場合、カメラ機能を動作させるアプリケーションを起動させる。
【００５６】
　ここで、所定時間（例えば、１から２秒）内に位置ポイントのカウント数が変化した（
Ｎｏ）場合（ＳＴ４）、制御部７２は、回転ダイヤル部４１が回転される前に起動されて
いたアプリケーションの起動状態を維持する（ＳＴ６）。
【００５７】
　制御部７２は、起動させたアプリケーションに基づく画像をディスプレイ２１に表示さ
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せる（ＳＴ７）。例えば、カメラ機能を動作させるアプリケーションに基づく画像として
、撮像部１７を介して撮像可能な被写体の画像をディスプレイ２１に表示することができ
る。
【００５８】
　続けて、ユーザは、機能終了キー（例えば、終話キー、オンフックキー）を押下して起
動されたアプリケーションを終了させる（ＳＴ８）。
　機能終了キーが押下され起動されていたアプリケーションが終了された場合、例えば、
カメラ機能に関する表示が終了され、ディスプレイ２１には、トップ画面としての通信・
通話の待受画面が表示される（ＳＴ９）。
【００５９】
　この場合において、回転ダイヤル部４１は、付勢部４６により標準位置に復帰されてい
る。つまり、機能を終了することでディスプレイ２１には自動的に通信・通話の待受画面
が表示されるが、回転ダイヤル部４１も同様に標準位置に復帰しており選択位置Ｓは丸印
のアイコンＩａが配置された状態となっている。これにより、回転ダイヤル部４１で選択
された機能とディスプレイ２１に表示された機能とが相違することによる違和感を抑制で
きる。
【００６０】
　本実施形態によれば、回転ダイヤル部４１を直接操作することにより、一定条件下にお
いて、回転ダイヤル部４１に割り当てられている各種機能を直接的に起動させることがで
き、従来のようにメインメニューを経由する必要がなく、簡易に所望するアプリケーショ
ンを起動することができる。
【００６１】
　また、本実施形態によれば、機能を選択する操作において選択操作開始時には、必ず選
択位置に丸印のアイコンＩａが配置されているので、不用意に機能が選択されることが抑
制される。
【００６２】
　また、本実施形態によれば、所定の機能を動作させるアプリケーションを起動させるた
め、回転ダイヤル部４１を回転させて機能を選択すると共に選択状態を所定時間保持する
ことが必要である。このため、本実施形態における携帯電話機１において、ユーザが所望
しないアプリケーションの起動を防止できる。また、これにより、携帯電話機１における
省電力化を図ることができる。
【００６３】
　また、先に述べた先行文献１においては、回転ダイヤル部による切り替えが、音量等の
増減を指示するための部材であり、携帯電話の各機能を大きく切り替えることについては
想定されていない。また、先行文献２において開示されているのはデジタルカメラであり
、通信・通話の待受画面という概念がそもそも含まれていない。すなわち、両文献に開示
された内容には、回転ダイヤル部でメインの機能（アプリケーション）を選択して起動さ
せ、なおかつ通信・通話の待受画面が表示される状態にも戻すことが可能であるという概
念が存在しない。
　そして、携帯電話機においては、例えばオンフックが割り当てられたキー（以下「オン
フックキー」という。）を押下することにより、いかなる機能が起動していても、通信・
通話の待受画面が表示される状態に戻るという動作が、デファクトスタンダード化してお
り、このような動作についてもサポートしなければならない。
　したがって、回転ダイヤル部で機能を切り替えた場合においても、オンフックキーを押
下することで通信・通話の待受画面が表示された状態に戻る。例えば、回転ダイヤル部で
機能をカメラ機能に切り替えた後、オンフックキーが押下されると、ディスプレイ２１に
は通信・通話の待受画面が表示されているにもかかわらず、回転ダイヤル部においてはカ
メラ機能が選択されたままということが生じる。本発明によればこのような不自然な状態
を回避できる。本実施形態によれば、回転ダイヤル部４１で選択された機能とディスプレ
イ２１に表示された機能とが相違することによる違和感を抑制できる。
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【００６４】
　以上、好適な実施形態について説明したが、本発明は上述した実施形態に限定されるこ
となく種々の形態で実施することができる。例えば、本実施形態において、携帯電話機１
について説明しているが、これに限定されず、ＰＨＳ（登録商標；Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｈ
ａｎｄｙ　ｐｈｏｎｅ　Ｓｙｓｔｅｍ）、ＰＤＡ（Ｐｅｒｓｏｎａｌ　Ｄｉｇｉｔａｌ　
Ａｓｓｉｓｔａｎｔ）ナビゲーション装置等であってもよい。
【００６５】
　また、本実施形態においては、連結部４により折り畳み可能な携帯電話機１の説明をし
ているが、このような折り畳み式ではなく、操作部側筐体２と表示部側筐体３との重ね合
わせた状態から一方の筐体を一方向にスライドさせるようにしたスライド式や、操作部側
筐体２と表示部側筐体３との重ね合せ方向に沿う軸線を中心に一方の筐体を回転させるよ
うにした回転（ターン）式や、操作部側筐体２と表示部側筐体３とが一つの筐体に配置さ
れ連結部を有さない型式（ストレートタイプ）でもよい。また、携帯電話機１は、開閉及
び回転可能ないわゆる２軸ヒンジタイプであってもよい。
【００６６】
　また、本実施形態において、回転ダイヤル部４１は、ヒンジ機構４Ａにおける開閉軸と
略同軸の回転軸Ｚを中心に回転可能に構成されるが、これに限定されず、ユーザの操作に
よって回転自在な構成であればよい。例えば、回転ダイヤル部４１は、回転軸Ｚと直交す
る所定の回転軸を中心に回転可能に構成してもよい。
【００６７】
　また、本実施形態において、回転ダイヤル部４１により選択可能な機能は上述の通りで
あるが、これに限定されず、例えば、ユーザ自身が頻繁に使用するメニューを登録可能な
構成であってもよいし、また、所望のＷｅｂアドレスを登録しておき、当該Ｗｅｂアドレ
スを回転ダイヤル部４１により選択することによって、Ｗｅｂブラウザが起動して当該Ｗ
ｅｂアドレスのＷｅｂページを閲覧できるような構成であってもよい。また、メニューの
数も上述した数（７つ）に限定されるものではない。
【００６８】
　また、本実施形態において、回転量検出部７１は、カウント部４４によりカウントされ
た位置ポイントの数に基づいて回転量を検出しているが、これに限定されず、所定のセン
サにより回転ダイヤル部４１の回転角度の変化量を回転量として検出してもよい。また、
回転量検出部７１は、例えば、抵抗率の変化等により回転量を検出する構成にしてもよい
。
【００６９】
　また、本実施形態において、付勢部４６は、巻きバネにより構成されるが、これに限定
されず、例えば、板バネやコイル状バネにより構成されていてもよい。また、付勢部４６
は、モータ等の駆動装置により構成されていてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００７０】
【図１】本発明に係る携帯電話機の外観を示す図である。
【図２】携帯電話機の閉状態における表示部側筐体から見たときの外観を示す図である。
【図３】携帯電話機の閉状態における操作部側筐体から見たときの外観を示す図である。
【図４】回転ダイヤル部付近を拡大したときの図である。
【図５】回転ダイヤル部の機能についての説明に供する図である。
【図６】回転ダイヤル部における裏面から見た平面図である。
【図７】回転ダイヤル部に形成された位置ポイントとカウント部との関係を説明する図で
ある。
【図８】携帯電話機の機能を示す機能ブロック図である。
【図９】処理部における機能ブロック図である。
【図１０】本実施形態における携帯電話機の動作を説明するフローチャートである。
【符号の説明】
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【００７１】
１　　　携帯電話機
２　　　操作部側筐体
３　　　表示部側筐体
４　　　ヒンジ機構
１１　　操作部
４１　　回転ダイヤル部
４１Ａ　当接部
４１Ｂ　機能表示部
４６　　付勢部
７０　　処理部
７１　　回転量検出部
７２　　制御部
Ｉ　　　アイコン

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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【図７】 【図８】

【図９】 【図１０】
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